










マル コ2:16

マルコ1:14、マタイ4:12-17

ルカ4:14-15

人というのは律法の違反者のみならず、当時の

律法学者やファリサイ人から「アム・ハ・アレ

ツ」地の民と呼ばれていた人々、律法に無関心

な者、神殿での祭儀や会堂での礼拝を守らない

者、また軽蔑されていた職業に就いている者、

病気の者 (特に不治の病にある者 )、 また、徴

税人や娼婦、羊飼いなどの人々でした。彼 ら

は、いずれも救いから外れた者とみなされてい

たのです。

しかし、主イエスは彼らと共におられ、交わ

り、食事もしました。食事をするというのは、

主人がパンを裂 く前に唱える神への感謝に与か

る宗教的行為でした。「どうして彼は徴税人や

罪人 と一緒に食事をするのか」と非難される理

由がここにあったのです。疎外され搾取され差

別されている人々がイエスによって招かれ、神

の国の担い手になったのです。彼 らは悔い改

め、イエスに従い、神を信じることによって福

音の担い手となったのです。

ここで重要なのは、彼らが神の国の担い手に

なったのは、悔い改めて、イエスから罪の赦し

を受けているということなのです。「時は満ち、

神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさ

い。」まさに、このように主イエスにとって神

の国は、人間に罪の赦しを与え、真の救いを与

えるものだったのです。主イエスは、そのため

に神より人間に遣わされ、言葉と力ある業をも

って神の国の到来を示し、最後にそれを実現す

るという使命を持っていたのです。それは「人

の子は仕えられるためではなく仕えるために、

また、多 くの人の身代金として自分の命を捧げ

るために来たのである。」という言葉に示され

ているように、人間の罪を負って自らの命を十

マルコ10:45
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字架に捧げるためであったのです。

2)イエスの死の意味・キリストの死
イエスが十字架で処刑されて死んだというこ

とは歴史的事実です。イエスが極刑を前提にし

てピラトによって裁かれたことは、歴史の古い

文書が実証しています。しかし、その歴史的な

事実だけをとらえてイエスの十字架の死の意味

を理解することはできません。それでは聖書が

語ろうとするイエスの死の意味は理解できませ

ん。確かに、イエスの死は、権力という大きな

力の狭間で翻弄された革命家の死のようにも、

理想主義者の死のようにも、詩人の死のように

も、ジャーナリストの死のようにも見えます。

しかし、イエスの死はキリストの死、神の子

の死なのです。当時のメシヤ待望については既

に述べました。イエスの死は、イエスに期待し

ていたイスラエルの人々を政治的に絶望させま

した。なぜなら、彼らにとって、メシヤは死ん

ではならないからです。死んだらメシヤではな

いのです。ですから、イエスの死を見て、彼ら

は十字架の傍らを通り過ぎ、依然としてメシヤ

を捜し求めなければならなかったのです。つま

り、イエスの死への理解の相違が、ユダヤ教と

キリス ト教の違いを作 り出したと言えるので

す。彼らは、イエスの死に新約聖書が示してい

るような意味を見出すことは無かったのです。

弟子たちの理解も、この時点では不十分でし

た。ただイエスご自身だけがその死の意味を、

ご自分の死の意味を知っておられたのです。な

ぜなら、主ご自身が神の子、キリストだったか

らです。キリストは死を前提としたメシヤなの

です。
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Iコ リ15:56-57

3)十字架と復活・救いのドラマのクライマツ
クス

ですから、新約聖書はイエスの十字架を単な

る悲劇 とは捉えません。そうではなく、一見悲

劇のように見えるその十字架の死の出来事に神

の救いそのものがあったと聖書は信 じるので

す。聖書は、十字架で全てが終わったのではな

いことを力強く証言するのです。そして聖書

は、その十字架の死の意味を、復活の光によっ

て照らし出すのです。イエスの復活については

異議を唱える者が後を絶つことはありません。

しかし、聖書はあふれるばかりの自信をもっ

て、イエス・キリス トの復活を証言 していま

す。復活は、十字架の死が神の愛の勝利である

ことを宣言するのです。イエス・ キリストが死

に勝利 したことによって神と共に生きる命、永

遠の命を私たちのものとしてくださるのです。

これが、イエス・ キリストの出来事の中心なの

です。十字架と復活によって、罪と死の力が砕

かれ、人間はイエス・キリストを信じることに

よって、神の国を受け継ぐのです。だからパウ

ロは言うのです。「死のとげは罪であり、罪の

力は律法です。私たちの主イエス 。キリストに

よって私たちに勝利を賜る神に感謝しよう。」

ここに、神の救いのドラマはクライマックス

を迎えるのです。

4)福音書と使徒言行録
復活と弟子たち・第二の召命

イエスの死を目の当たりにした弟子たちは、

失意と虚無の中に投げ込まれました。彼らは間

違いなく挫折したのです。ヨハネ福音書は、彼

らがばらばらにガリラヤに帰っていったことを
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2.使徒言行録  主の復
活の後、初代教会がどのよ

うに形成され、発展して行

ったかを、ルカがペ トロと

パウロの働きを軸として述

べています。

記します。まるで流れ解散のようです。イエス

の死は間違いなく、弟子たちとイエスの間だけ

でなく、弟子たち同士の絆も断ち切ってしまっ

たのです。

しかし、使徒言行録によれば、彼らは今エル

サレムにいるのです。ひとたびは四散した弟子

たちが、再びエルサレムに今集まっているとし

たら、彼らをそこに集めたものは何であったの

でしょうか。別の言葉で言えば「召命」という

ことです。彼らは3年前にイエスと出会いまし

た。ペ トロの召命を思い起こすまでもなく、彼

らは皆、職業も、家族も、全てを捨ててイエス

に従ったのです。これが彼らにとって「第一の

召命」であったとしたら、今問題にしているの

は「第二の」というべき「召命」のことです。

何が彼らを再びそこに集めたのでしょうか。

彼らは、イエスの墓が空であったことも、主の

復活を告げる御使いの告知も聞きました。しか

し、イエスの復活をすぐに信じることはできま

せんでした。

主は、たびたびご自身を彼 らに現されまし

た。つまり、弟子たちが主の復活を信じるまで

には、長い時間が必要だったのです。ルカは、

主が40日 の間彼らにご自身を現されたと記しま

す。そして、この顕現が再び彼らを一つの共同

体に結び、彼らは再出発させられることになる

のです。つまり、彼らはここに「第二の召命」

を受けたと言えるのです。

では、この「第一の召命」と「第二の召命」

の間には、どのような内的発展があったのでし

ょうか。

全てを捨ててイエスの召しに即座に従った

「第一の召命」は、イエスという人格に彼らが
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3.教会の誕生と展開

ルカ24:50-53、 使徒1:6-11

全てを奉げたと言うことができます。そこに

は、彼ら自身の応答、決意があったのです。し

かし、その人間的意気込み、決意は、十字架の

前で粉々にさせられてしまうのです。その後、

彼らを支配したのは、挫折、虚無でした。しか

し、その深い挫折、虚無の中か ら「第二の召

命」が起こったのです。それは何によって起こ

ったのか、何を契機にして起こったのか。

「復活」です。復活、それは全 く人間的な意

気込みや、決意を超えたところからもたらされ

る、ただ復活の主に根拠を置 く召命であること

がわかるのです。 3度イエスを知らないと言っ

たペ トロをはじめ、十字架の前で、自分の弱さ

を嫌 というほど思い知 らされた弟子たちは、

今、復活の主の赦しのまなざし、愛のまなざし

の中に、自分の罪、自分の存在の全てが復活の

主イエスによって担われていることを、彼らは

今、真実に知るのです。

使徒言行録は、福音書を書いたルカの手によ

るものです。使徒言行録がルカ福音書の第二巻

だとするなら、それは福音書が第一の召命のド

ラマ、そして使徒言行録は第二の召命のドラマ

なのです。

1)昇天 新しい出発
ルカ福音書と使徒言行録を結んでいるのは、

主イエスの昇天の記事です。では、昇天とは何

か、それは新しい「時」の始まりです。

復活のキリストは、弟子たちに新しい視野を

与えたのです。主イエスが天に昇って行かれる

のを見送りながら、弟子たちは新しい時の始ま

りを実感するのです。それは「中間時」と呼ば

れるものです。中間時とは、キリストの昇天と
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3.パウロの手紙  使徒
言行録にも記されるよう

に、パウロは教会の迫害者

からキリストの使徒へと変

えられ、教会の働きに重要

な役割を果たしました。そ

の働 きの中で記した手紙

は、主イエスによる救いを

証しし、新約聖書の中で最

も古い文書に属していま

す。

再臨の間の「時」ということです (旧約の歴史

のところで学んだ「中間時代」とは別の事 )。

それは、神の救いのドラマの新しい段階の始ま

り、「聖霊の時」「教会の時」です。では「聖霊

の時」「教会の時」とは何なのでしょうか。そ

れは、私たちが信仰によって歴史を生きていく

ということです。キリス トの昇天を見送 りなが

ら「天を見つめていた」弟子たちは、この時か

ら、逆に視線をこの世界に向け、この地上をい

かに生きるかを、これから受け止めて行かなけ

ればならなかったのです。

2)聖霊の降臨と教会の出発
復活のキリストによって「第二の召命」を受

けた弟子たちは、もはや絶望の中にいたのでは

ありません。しかし、このとき弟子たちは、次

の一歩をどう踏み出したらよいのか、分かって

いたわけではありませんでした。そこで彼 ら

は、ひとつ所に集まり祈っていました。そのと

き、思いを絶する出来事が起こったことを使徒

言行録 2章は記します。聖霊降臨の出来事で

す。ここに起ったことを説明することも、今、

再構成することも不可能です。ただ、イエスご

自身のこの言葉を聴 くことはできるのです。

「あなた方の上に聖霊が降ると、あなた方はカ

を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、

ユダヤとサマリヤの全土で、また、地の果てに

至るまでわたしの証人となる (使徒1:8)」。

この言葉の通り、ペ トロは立ち上がって、キ

リストの十字架と復活の出来事をエルサレムの

人々に力強 く語り出すのです。

ここで注目したいのは、聖霊降臨の出来事が

「言葉」と深 く結びついていることです。聖霊

ローマの信徒への手紙

パウロが紀元56年ごろコリ

ント滞在中に、ローマの信

徒にあてて書いた手紙で、

彼はローマを訪間すること

を希望して、あらかじめ自

分の信仰内容を順序だてて

述べています。そのため、

信仰と信仰による生活の基

本的な問題が明らかにされ

ています。

コリン トの信徒への手紙

一、ニ  ギリシャ南部の
国際商港都市コリントに、

パウロは 1年半ほど留まっ

て伝道しましたが、その後

教会の中で信仰上、また道

徳上のさまざまな問題が生

じました。そのような問題

の解決のために記したパウ

ロの手紙。
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ガラテヤの信徒への手紙

ガラテヤは、パウロが最初

の伝道旅行で教会を建設し

た地方です。パウロが去っ

た後、ユダヤ主義的な教え

が入って来て、信仰があい

まいにされました。それに

対してパウロが戦闘的な福

音の主張と、教会に対する

愛を込めて書いた手紙。

降臨を経た途端、弟子たちが、何か不思議な超

人的な能力を得たのではありません。彼らは、

神の言葉を獲得したのです。ここで言う「言

葉」とは、単なる言語のことではありません。

神の言葉を語る力、神の救いを証する力を与え

られたのです。いや、神の言葉そのものを与え

られたのです。そして、彼らは、新しく与えら

れた「神の言葉」を語るために、福音、キリス

トの救いを証するために、それこそ言語の壁を

越え、民族の壁を越えて、復活のキリストによ

って派遣されて行くのです。このことこそ、聖

霊降臨の出来事の内容であり、そして、そこに

教会の始まり、出発があるのです。

3)宣教の展開・復活のイエスとパウロ
福音は、ペ トロそしてペ トロの説教を聞いて

エルサレムの教会に加わった新しい力、ステフ

ァノ、そして、復活のキリストによって異邦人

伝道へと召されたパウロによって飛躍的な展開

がなされました。

パウロは 3回の伝道旅行 (第一回 47年 使
徒13～ 15章。第二回 50～ 52年 マケドニア、
ギリシア・ コリント滞在 同16～ 17章。第三回
52年エペソ滞在、マケドニアよリエルサレムヘ

同19:8、 20章)に よって、ローマ帝国の主要な

都市に福音を伝えると共に、そこに成立してい

った諸教会に、精力的に手紙 (書簡)を送 り、

信仰のありようを明らかにしています。新約聖

書には、パウロのものとされる手紙が13通あり

ますが、中でも4大書簡と呼ばれるローマの信

徒への手紙、コリントの信徒への手紙一、コリ

ントの信徒への手紙二、ガラテヤの信徒への手

紙は、とても重要です。

エフェソの信徒への手紙

小アジアのエフェソを中心

とする地方の教会に、パゥ

ロが獄中から送った手紙。

フィリピの信徒への手紙

獄中のパウロに教会からの

贈り物をたずさえて来たエ

パフロディトを、フィリピ

に帰すにあたって記した感

謝の手紙。

コロサイの信徒への手紙

パウロが獄中から小アジア

の教会に書き送った回状。

誤った教えに対抗して、正

しいキリスト信仰に立つこ

とを求めています。
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テサロニケの信徒への手紙

―、ニ  マケドニアの首
都テサロニケに伝道した後

の状況を知って、喜びと感

謝のうちにパウロが書いた

手紙。主の来臨について述

べられています。第一の手

紙は紀元50年頃書かれ、新

約聖書の中で最も古い文書

です。

パウロの宣教活動は30年にも及びますが、彼

ほど教会の信仰に大きな影響を与えた人はいま

せんし、彼ほど福音の真理のために戦った人

は、ルター以外にいません。ルターの思想の根

底には、パウロの福音の真理を受け継ぎ、ルタ

ー自身が受け取ろうとした聖書の示す信仰があ

ります。中でもルターは、ガラテヤの信徒への

手紙を愛し、その講解の中で、それを「わが

妻」とよんでいるほどです。またルターが、ロ

ーマ書の中のパウロの言葉に、「信仰による義」

という福音の真理を再発見したことは周知のこ

とです。

ここでは、言行録 とパウロの手紙を見なが

ら、彼の生涯と信仰に触れてみましょう。パウ

ロは、あのイスラエルの最初の王と同じサウロ

という名を持つユダヤ人でした (使徒9:11、 22:

3)。 彼は自らを「ローマ帝国の市民権を持つ

者」 (使徒22:25)と 言います。パウロ自身の自

己紹介の言葉によると「わたしは、キリキヤ州

のタルソスで生まれたユダヤ人です。そしてこ

の都で育ち、ガマリエルのもとで先祖の律法に

ついて厳しい教育を受け、今日の皆さんと同じ

ように、熱心に神に仕えていました」 (使徒22:

3)と あります。

更に、「わたしは生まれて八日目に割礼を受

け、イスラエルの民に属し、ベニヤミン族の出

身で、ヘブライ人の中のヘブライ人です。律法

に関してはファリサイ派の一員、熱心さの点で

は教会の迫害者、律法の義については非のうち

どころのない者でした」 (フ ィリピ3:5、 6)と

あるように、最初は、キリス ト教徒をユダヤ教

の異端として、強烈に迫害していました (使徒

7:54～ 8:1)。 しかし、パウロは後に「わたしの

テ モ テヘ の手紙 ―、二

エフェソ教会の指導者であ

り、パウロの弟子であった

テモテヘ、その職務のため

の手引きと偽りの教師に対

する警告を記した手紙。テ

トスヘの手紙と共に牧会書

簡ともよばオ1´、 パウロより
後の時代の事情をも反映し

ています。

テ トスヘの手紙  教会の
指導者及び会衆が、偽 りの

教えに惑わされず、正しい

信仰の生活を保つように、

警告と戒めを書いた手紙。

フィレモンヘの手紙  フ
ィレモンのもとから逃亡し

た奴隷オネシモのために、

パウロがフィレモンに送っ

た執り成しの手紙。
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4.ヘ プライ人への手紙
パウロの手紙と考えられた

こともありますが書いた人.

は明らかではありません。

旧約聖書との関連で、イエ

ス・キリストが救い主であ

ることを説いています。

4.終末の希望と救い
の完成・黙示録

主キリス ト・イエスを知ることのあまりのすば

らしさに、今では他の一切を損失 とみていま

す。キリス トのゆえに、わたしはすべてを失い

ましたが、これらを塵あ くたと見なしていま

す」 (フ ィリピ3:8)と 述べています。

文字通 り180度の転換、悔い改めがパウロの

身に起こりました。それは、ここでも復活のキ

リストとの出会い、いや、キリストご自身の赦

しがその根底にあります (使徒9:1～パウロの

回心、32年頃)。 パウロは言います、「わたしは

その罪人の中で最たるものです」 (Iテ モテ1:

15)。 復活の主は生きて働 き、今も神の救いを

もって、近づき、共に歩み、罪の赦しを与えて

くださるのです。パウロは「死んだ方、否、む

しろ、復活させられた方であるキリス ト・イエ

スが、神の右に座って、わたしたちのために執

り成して くださるからです」 (ロ ーマ8:34)と

言います。

ですから、私たちはこのキリストによって神

と結ばれ、「信仰 と、希望 と、愛」 (Iコ リ13:

13)の内に生きることができるのです。

パウロは、今コリントの信徒への手紙―で

「それゆえ、信仰と、希望 と、愛この三つはい

つまでも残る。その中で最も大いなるものは愛

である」と言いました。

復活のキリストによって神との新しい関係に

入れられたキリスト者は、この愛において生

き、終末の日を希望・待望しているのだと言え

ます。そして、私たちの希望は信仰によって、

支えられているのです。この信仰を「終末の希

望」と言います。

私たちの信仰は「今おられ、かつておられ、

5。 公同書簡  次の七つ
の手紙は、多くの教会にあ

てて書かれたものとして、

公同書簡と古くからよばれ

てきました。その成立は 1

世紀の終わりから2世紀前

半になると考えられていま

す。
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ヤコプの手紙  ユダヤ的
伝統を重んじる発信者ヤコ

プによる一般の教会のため

の教訓と勧告の手紙。

やがて来られる方」、「アルファであり、オメガ

である方」 (黙示1:8)で あるキリストの、終わ

りの日に再び来られるという約束なしにはあり

えません。「マラナ 0夕 (主 よ、来て くだ さ

い)」 (Iコ リント16:22)は、初代のキリス ト

を信じる者の祈 りであって、互いに交わしてい

た日常の挨拶であったと言われています。つま

り、キリストを信じる者は、喜びをもって終末

の時を待ち望む存在なのです。終末への希望に

よって、現在の生活の中で、神 と人への誠実を

貫こうとするのです。キリス トの再臨と神の国

の完成がいつ起ってもよいように備えて生きる

のです (マ タイ25:1-13+人の乙女のたとえ)。

このような生き方を終末的な生き方と言いま

す。しかし、それは個人だけでのことではあり

ません。なぜなら、キリスト教信仰では、救い

は個人の救いで完結するのではないからです。

私たちは、真の意味での共同体をその中で目指

すのです。人間は、一人では生きていくことは

できません。愛と信頼による交わりの中で生き

るものなのです。そのような共同体は、人間の

力で作り上げられるのではなく、命と愛の源で

ある神ご自身によって完成にいたるものなので

す。終末によって到来する神の国の完成によっ

て実現されるものなのです。

神との関係の回復は人間同士の関係の回復を

もたらします。人間の世界、この世 (アイオー

ン)は変遷を続けて行きます。しかし、この共

同体、即ち教会とキリストを信じる者は、歴史

の開始を見据え、そしてこの中間時を、終わり

を知る者として動かされること無 く生きていく

のです。「実に神の国はあなたがたの間にある

のだ。」 (ルカ17:21)

ペ トロの手紙―.  迫害
の恐怖にさらされていた小

アジアの教会に、生ける望

みをキリストにおいて持つ

ように勧めた手紙。

ペ トロの手紙二.  誤っ
た教えに対して警戒し、神

の約束に信頼して真の信仰

に生きるように勧めていま

す。

ヨハネの手紙一、二、三、

誤った教えを警戒し、忠実

な信仰に生 きるように勧

め、信仰と愛を強調してい

ます。古くから使徒ヨハネ

の手紙といわれてきました

が、三■,1三 は恐らくヨハネ

とよばれた長老の手紙と考

えられます。
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ユダの手紙  ヤコプの兄
弟ユダの手紙とされます。

内容的にはペ トロの手紙二

と共通し、戒めと勧告を記

しています。

私たちキリスト者は、この世の歴史の未来に

おける神の国の完成を待ち望むという視座を明

確に持ちつつ、神の国は「キリストの愛のもと

にある」 という「すでに」と「いまだ」の緊張

関係の中で生きていくのです。

「以上、すべてを証しする方が言われる。『然

り、わたしはすぐに来る。』アーメン、主イエ

スよ、来て ください。主イエスの恵みがすべて

の者と共にあるように。」 (黙示22:20-21)こ れ

は、黙示録の最後の言葉、いや、聖書の最後の

言葉です。

6.ヨハネの黙示録  1日
約のダニエル書などと同じ

く「黙示文学」とよばれる

文体で、幻や象徴で使信を

伝えています。とくにキリ

ストの来臨による終末の勝

利が告げられます。 1世紀

の終わ りか 2世紀の初め

頃、迫害の中にあったキリ

スト者たちを励ますために

書かれました。
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モーセによって書かれたと伝えられましたが、むしろモーセを

中心 とする一連の書といえます。「律法」ともよばれています

が、創世記や族長の物語、イスラエルの古い歴史を含んでい

て、単なる律法集ではありません。それらの物語を通して、神

のみ前に歩む道が示されています。

一書

一

五

―

ヽ

，
簸

¨

創世記 天地の創造から人の堕落、ノアの洪水、バベルの塔の物語に続

いて、アブラハムを初めとする族長たちの物語が含まれ、イス

ラエルが神の約束の地に至りながら、エジプ トに住むようにな

った次第が語られています。

出エジプ ト記 モーセが神の召しを受け、イスラエルの民を率いてエジプ トか

ら脱出し、シナイ山で神の契約と「十戒」を受けたこと、それ

と共に当時のイスラエルに与えられた多くの戒めがしるされて

います。

レビ記 ンビ族はイスラエルの中で祭司の役割を果たした部族です。こ

の書は彼らの役日であった礼拝と祭司職に関する細かな規定が

しるされています。

民数記 出エジプ トの後、荒れ野を旅するイスラエルの民の人口調査が

記されていることから、民数記の名があります。荒れ野での出

来事 と、いろいろな律法がしるされています。

申命記 「申命」は神の戒めを繰り返して述べるというほどの意味です。

荒れ野の旅を導いたモーセが約束の地を眺めつつこの世を去る

前に残した決別の説教の形で、たくさんの律法がまとめられて

います。

モーセなきあと、ヨシュアによって導かれたイスラエルの民

が、約束の地カナンに入 りますが、その歴史が進展すると共

に、信仰的には次第に下降線をたどります。ついにはイスラエ

ル民族が建設した王国は滅ぼされ、アッシリア、ついでバビロ

ニアの捕虜 となります。その中で信仰的集団としてのイスラエ

ルの団結が目指され、結果的には救い主への備えがなされま

す。その歴史が12の書物になっていますが、その中でルツ記と

エステル記は歴史的な「物語」と見られます。

2.歴史書

|||  |||
||  ||||

‥

―
―

‥

　

一
■

・

ヨシュア記 ヨシュアを指導者とするイスラエルの民が、40年の荒れ野の旅

を終えてカナンに侵入し、その地を割り振って住み着 くように

なる次第と、ヨシュアの民に対する勧めが記されます。

<旧約聖書 (39巻)>
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ル ソ`言己 士師時代を舞台とする女性ルツの短い信仰的物語。

サムエル記上下 士師の時代が終わって、イスラエルが王国として形を整える事

情が描かれます。サウルに続いてダビデが王となり、国を盛ん

にしますが、ダビデの個人生活は信仰的であると同時に、家庭

的に弱点をもっていて、問題の種 となります。

列王記上下・

歴代誌上下

ダビデの後継者ソロモンによって、イスラエルは繁栄を極めま

すが、それも長続きせず、やがてイスラエルとユダの南北二王

国に分かれて争い、さらにいずれも外敵アッシリアとバビロニ

アのために滅亡するまでのことが記されています。エリヤ、エ

リシャ、イザヤらの預言者の活躍、ヨシア王の宗教改革の出来

事もこの時期のことです。ペルシャ王キュロスはバ ビロニアを

滅ぼし、バビロニアに捕囚となっていたイスラエルの民は故国

に帰ることを許されます。

エズラ記・

ネヘミヤ記

捕囚の民が故国に帰還する次第 と、神殿を再興してエルサンム

をもう一度聖なる都 とするための処置とざんげが書かれていま

す。エズラ記ネヘ ミヤ記に書かれた出来事の後、ネヘミヤがエ

ルサンムに石垣を築き、エズラが神殿のために新 しい規定と律

法を公布したことが記されます。

エステル記 ペルシャにいた離散のユダヤ人の危機を、一人の女性が救った

物語。ルツ記 と共に、一連の歴史 とは少し異なる物語で、共に

女性を主人公としています。捕囚から帰還したのちの時代が背

景になっています。

3.詩 歌|| ヘブル語聖書で「諸書」の中に入れられている詩や格言集など

で、イスラエルの信仰の具体的な生活への反映でもあります。

ヨブ記 苦難の中にあって、なぜ自分をこのような目に合わせられるの

かと、神に問うヨブが、神と人との人格的交わりにおいて結論

を見いだす信仰的な劇詩。

詩 編 神殿における讚美歌、個人的な嘆きや願い、感謝の歌など、イ

スラエルの民の信仰の詩集です。「律法」がモーセに帰せられ

ているように、詩の多 くがダビデのものとされています。

士師記 ヨシュアの後、信仰あつい12人 の士師 (さ ばき人)た ちが、

次々にイスラエルの指導者の役目を果たしてゆく時代の出来事

の記事です。

ペルシャ時代の後、ギリシャの勢力が盛んになる頃から、その

影響のもとで編集された格言集です。「生活の智恵」的なもの

蔵 言
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コヘレトの言葉 蔵言などと共に、智恵文学とよばれる部類に属します。実生活

に対する無常観や懐疑が吐露されて、伝統的な信仰を問いなお

そうとしていますが、基本には神への信頼があります。「コヘ

ント」は集会の招集者あるいは集会の中で語る者を意味し、以

前は「伝道の書」 と呼ばれていました。

雅 歌 もともとはコヘントの言葉と対照的な恋愛の歌。しかし単に恋

愛を謳歌するものとしてではなく、神 と人との交わりを歌った

ものとして受け取られています。

4.預言書 ソロモン王時代に頂点に達したイスラエルの栄華が衰退し、国

の独立が失われたころ、本来の神信仰に帰るように説いた預言

者たちが現れました。神はそのみことばを彼らに託し、民に悔

い改めを説かせ、救いの約束を与えられました。列王記にはエ

リヤ、エリシャらの活動が記され、ヘブル語聖書ではヨシュ

ア、士師、サムエル、列王が「前の預言者」とよばれていま

す。文書の残っている預言者としてイザヤ、エンミヤ、エゼキ

エルは、分量的にも内容的にも大預言者 とよばれますが、時代

的には、アモス、ホセアらの方が彼らより先になります。哀歌

とダニエル書は預言書と少し性格が違いますが、ふつうその中

に含めて数えられます。

イザヤ書 預言者イザヤは紀元前 8世紀に活躍しましたが、イザヤ書はイ

ザヤー人の筆によるのではなく、40章以下は背景の時代 も違う

と認められています。神の民に対する叱責と慰め、ことに40章

以下は主のしもべによる解放 と救いの希望が告げられていま

す。

エレミヤ書 エレミヤは紀元前 7世紀に、南王朝滅亡の危機に際して、神へ

の信頼 と服従を語 りました。深い個人的な信仰を表 していま

す。

哀 歌 滅ぼされたエルサレムの廃墟での悲しみの歌。

エゼキエル書 エレミヤの後、バビロニア捕囚時代の預言者エゼキエルの民に

対する警告と慰めで、祖国復興の希望を説いています。

ダニエル書 物語 と幻の部分からなり、「人の子」のような者がとこしえに

支配するためにやってくる希望を語っています。幻を通して神

のみわざを語る、いわゆる「黙示文学」の代表的な書です。

が集められていますが、その根本に神への信仰があります。

紀元前 8世紀頃、アモスに少し遅れて北王国に現れた預言者ホホセア書
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ヨエル書 ヨエルは南王国の預言者で、いなごの災害に事寄せて、終末の

主の日について語っています。

アモス書 紀元前 8世紀の半ばに出た預言者アモスによるもので、預言文
書としては最も古いものといわれます。社会の不義不正に対す

る神の審判を宣告し、神の義を強調 しています。

オバデヤ書 旧約聖書中最も短い書で、捕囚期に書かれました。エ ドム人の

おびやかしと、究極的な神による望みを語っています。

ヨナ書 預言者ヨナが、異邦人の町ニネベに悔い改めを説 くように遣わ

された教訓的な物語で、福音書にもキリストの型を示すものと

して引かれています。

ミカ書 紀元前 8世紀ホセアからイザヤの時代に活躍したミカによる不

義に対する神の叱責 と審判、民に対する約束 と慰めの預言で

す。

ナホム書 神の民をしいたげるニネベに対する審判と、神に信頼する民ヘ

復興のよいおとずれが告げられます。紀元前 7世紀半ばのこと
とされています。

ハバクク書 紀元前 7世紀末から 6世紀にかけての時代に、神の民の罪に対
して、神がカルデヤ人を起こして罰したもうが、やがてそのカ

ルデヤ人もその悪によって罰せられ、神の民に最終的な救いが

来ることが約束されています。

ゼファニア書 エンミヤの時代の前に活躍したと思われるゼファニアの書で、

主の日が異邦人にとってだけでなく、ユダにとっても、恐るべ

き災難の日であるけれども、少数の残 りの者に救いが約束され

ることが告げられます。

ハガイ書 捕囚後の紀元前 8世紀後半、ユダの復興について預言したハガ
イの書。

ゼカリヤ書 ハガイの少し後に現れ、神殿復興に力を尽くしたゼカリヤの預

言で、柔和なメシアの姿を示しています。

マラキ書 捕囚後の民に、倫理的、宗教的な問題について戒め、主の日の

来ることを告げています。

<新約聖書 (27巻)>

セアは、自分の失敗に終わった結婚生活の中から、あるいはそ

れに重ねて、神の憐れみを預言しました。

イエス 。キリストの出来事を伝える書として、四つの福音書が
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あります。それぞれ著者と伝えられる人の名を冠して呼ばれて

います。マタイは使徒のひとり、マルコはエルサンムの若い弟

子で、パウロやペ トロの協力者でした。ルカはパウロの同労者

であった医師であり、ヨハネは主に愛された弟子とされます。

しかし現在の福音書は、それぞれ幾つかの資料をもととして書

かれており、その書かれた年代も、聖書に並べられた順序と一

致はしません。それぞれに特徴があり、用語も違うところがあ

りますが、同じ主を指し示しています。イエスの歴史的な伝記

というのではなくて、信仰の日で見た主のおとずれの出来事を

喜ばしい音信 =福音 として伝えています。

2.使徒言行録
||  ‐||

主の復活の後、初代教会がどのように形成され、発展して行っ

たかを、ルカがペ トロとパウロの働 きを軸 として述べていま

す。

使徒言行録にも記されるように、パウロは教会の迫害者からキ

リス トの使徒へと変えられ、教会の働きに重要な役割を果たし

ました。その働きの中で記した手紙は、主イエスによる救いを

証しし、新約聖書の中で最も古い文書に属しています。

3.パウロめ手紙

パウロが紀元56年 ごろコリント滞在中に、ローマの信徒にあて

て書いた手紙で、彼はローマを訪問することを希望して、あら

かじめ自分の信仰内容を順序だてて述べています。そのため、

信仰 と信仰による生活の基本的な問題が明らかにされていま

す。

ローマの信徒ヘ

の手紙

コリントの信徒

への手紙一、二

ギリシャ南部の国際商港都市コリントに、パウロは 1年半ほど

留まって伝道しましたが、その後教会の中で信仰上、また道徳

上のさまざまな問題が生じました。そのような問題の解決のた

めに記したパウロの手紙。

ガラテヤは、パウロが最初の伝道旅行で教会を建設した地方で

す。パウロが去った後、ユダヤ主義的な教えが入って来て、信

仰があいまいにされました。それに対してパウロが戦闘的な福

音の主張と、教会に対する愛を込めて書いた手紙。

ガラテヤの信徒

への手紙

小アジアのエフェソを中心とする地方の教会に、パウロが獄中

から送った手紙。

エフェソの信徒

への手紙

獄中のパウロに教会からの贈 り物をたずさえて来たエパフロデ

ィトを、フィリピに帰すにあたって記した感謝の手紙。

フィリピの信徒

への手紙

パウロが獄中から小アジアの教会に書き送った回状。誤った教コロサイの信徒
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テサロニケの信

徒への手紙一、

マケドニアの首都テサロニケに伝道した後の状況を知って、喜

びと感謝のうちにパウロが書いた手紙。主の来臨について述べ

られています。第一の手紙は紀元50年頃書かれ、新約聖書の中

で最も古い文書です。

テモテヘの手紙 エフェソ教会の指導者であり、パウロの弟子であったテモテ

ヘ、その職務のための手引きと偽りの教師に対する警告を記し

た手紙。テトスヘの手紙 と共に牧会書簡 ともよばれ、パウロよ

り後の時代の事情をも反映しています。

テ トスヘの手紙 教会の指導者及び会衆が、偽 りの教えに惑わされず、正しい信

仰の生活を保つように、警告と戒めを書いた手紙。

フィレモンヘの

手紙

フィンモンのもとから逃亡した奴隷オネシモのために、パゥロ

がフィレモンに送った執 り成しの手紙。

へ
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パウロの手紙 と考えられたこともありますが書いた人は明らか

ではありません。 1日約聖書 との関連で、イエス 。キリス トが救

い主であることを説いています。

,.公同書簡
.|||  ||‐

次の七つの手紙は、多くの教会にあてて書かれたものとして、

公同書簡と古 くからよばれてきました。その成立は 1世紀の終
わりから2世紀前半になると考えられています。

ヤコプの手紙 ユダヤ的伝統を重んじる発信者ヤコプによる一般の教会のため

の教訓と勧告の手紙。

ペ トロの手紙一 迫害の恐怖にさらされていた小アジアの教会に、生ける望みを

キリストにおいて持つように勧めた手紙。

ペ ト回の手紙二 誤った教えに対して警戒し、神の約束に信頼して真の信仰に生

きるように勧めています。

ヨハ ネの手 紙 誤った教えを警戒し、忠実な信仰に生きるように勧め、信仰 と

愛を強調しています。古 くから使徒ヨハネの手紙といわれてき

ましたが、二、三は恐らくヨハネとよばれた長老の手紙 と考え

られます。

ユダの手紙 ヤコプの兄弟ユダの手紙とされます。内容的にはペ トロの手紙
二と共通し、戒めと勧告を記しています。

への手紙

6.ヨハネの黙示

録

えに対抗して、正 しいキ リス ト信仰に立つことを求めていま

す。

旧約のダニエル書などと同じく「黙示文学」とよばれる文体

で、幻や象徴で使信を伝えています。とくにキリス トの再臨に
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|        |よ る終末の勝利が告げられます。 1世紀の終わ りか 2世紀の初 |

|      | |め 頃、迫害の中にあったキリス ト者たちを励 ますために書かれ |
|・
  ‐|‐■‐  . ||・■■|                                               |
|   |||   ||■■11 ま 1´ナ,_                                 |
ヒ____二____三二上三二二上__________________________________」
旧約聖書・新約聖書の内容要約 (66-72頁)は

石居正己著「キリスト教信仰へのガイド2～愛と恐れと信頼 と～」

を参考にさせていただきました。
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